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この紀要には，3月に学園を巣立った英語コミュニケーション学科学生の卒業論文卒
業制作のタイトルが記載されています。3年ゼミ4年ゼミで2年間にわたって同じ時を
過ごしたゼミ担当教員には，一つひとつのタイトルから，それぞれの学生の誇らしげな顔
が目に浮かぶことでしょう。
卒論の執筆に行き詰まった学生が，ゼミの仲間に率直な意見を求めることがあり，遠慮
のない，時には辛らつなコメントの応酬から，活発なディスカッションが湧きあがったこ
ともありました。一人ひとりの個性が異なり，それがゼミの中でうまく化学反応を起こし
ていたようです。
そのような時に思い出すのが「みんなちがって，みんないい。」というフレーズです。
たまたまゼミ生2名が，童謡詩人金子みすゞの作品の翻訳を研究し，その分析データとし
て選択した「私と小鳥と鈴と」の中に「鈴と，小鳥と，それから私，みんなちがって，み
んないい。」（『金子みすゞ童謡全集』JULA出版局）という一節が出てきます。
そもそも，自分が周りの友だちと違うということに気付いたのはいつ頃のことだったで
しょうか。いわゆる「自我の芽生え」といわれるものです。自分自身のたよりない記憶の
糸をたどってみると，最初は外見的な違いを，続いて内面的な違いを認識したことを思い
出します。
周りの人間と自分が違うことに気付いたときから，その違いを羨んだり，あるいは悩ん
だりしたことは誰にもあることでしょう。でも，その違いこそが「わたしを形成している
もの」，つまり一人ひとりの個性である「わたしらしさ」であり，さらに付け加えるなら
ば，その「個性」を自分の「強み」にするのは自分自身なのだと考えます。
話を卒業論文に戻しましょう。同じゼミで一緒に学ぶ中で，学生一人ひとりがそれぞれ
のテーマを見つけ，問いを設定し，その答えを導くべく研究を進めていきます。よい論文
には，よい問いが必要といわれます。よい問いを見つけるには，人とは異なる自分独自の
視点を持つことが大切なのは言うまでもありません。本紀要に投稿された英語コミュニケ
ーション学科教員の論文にも，独自の切り口による問いを見ることができます。この紀要
を手に取るすべての学生にとって，その進むべき道が示唆されていることに勇気づけられ
るでしょう。
この紀要への投稿者および編集室の方々に心からの感謝の意を表すとともに，本紀要を
一つの拠点として，本学科の教育研究活動が一層活発になることを祈念いたします。
（英語コミュニケーション学科 惠）
